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　2016 年 10 月、私は初めて日本を訪れた。成田国際空
港に到着し、飛行機を降りて、最初の通路を歩いている
とすぐに、工房で働く職人の写真の展示を見つけた。動
く歩道がゆっくりと進む間、陶芸、漆器、書道といった
伝統芸術がまるで私を歓迎してくれているかのように感
じられた。美しいモノクロ写真は、職人が作る作品その
ものよりも、職人の仕事ぶりや仕草を中心に写し出して
いた。日本の人々が工芸品を作り出す工程を伝えようと
するその努力から、作品を楽しむためには工程を知るこ
とが条件であると捉え、手作業の価値を私たち外国人に
理解してもらいたいと願っていると感じた。

　空港の入り口の通路の飾り付けのために、このような
一連の写真を選んだのは、現代の日本における伝統工芸
の重要性と国際的な人気が継続していることを表してい
る。仮に西洋文化において、「アーツ・アンド・クラフ
ツ」という表現が前近代的で既に消滅したものを指して
いるとしても、面白いことに、高度に工業化された日本
社会で手作りは古くさいという感覚は価値を持たないよ
うだ。

　神奈川大学非文字資料研究センターがサンパウロ大学
で日本文化を研究する大学院生に提供している交流プロ
グラムで現地調査を行っている間、私は上述したような
考え方を持ち続けていた。そして 3 週間の滞在中に、
美術館、史跡、工房、工芸家協会、商店を訪ねて、日本
美術のいくつかの特徴を見いだすことができた。この直
接的体験から、日本では近代化が加速しているにもかか

わらず、「工芸」が芸術的にも経済的にも大きな重要性
を持っており、そのために外国人研究者をひきつけるの
だということがわかった。
　私は、歴史学者として、また日系ブラジル人として、
非欧州文化全般、特に日本が経験してきた事柄に関する
研究は、ブラジルにとって、より多様性のある参考資料
をまとめていくうえで建設的であると考えている。16
～19 世紀のポルトガルによる植民地支配の時代から、
主に農業を基礎において経済を発達させてきたブラジル
は、工業を完全には発達させることができなかった。さ
らに、私たちが参考としている芸術的資料はヨーロッパ
美術史に基づいているが、ヨーロッパ美術史では、16
世紀以降、美術と工芸品を分けて扱っている。日本にお
いては、そのような美術の分類や序列が行われたことは
一度もない。そのために、私が研究対象としている明治
時代の西洋化プロセスが行われた後も、「工芸」はその
威信を保っているのである。

　神奈川大学は横浜に位置している。横浜は、19 世紀
後半の国際関係において、日本の開国の過程で重要な舞
台となった港町である。日本の鎖国政策を終結させたペ
リー提督の来航やその他の出来事についての文献は読ん
でいたが、横浜や当時の横浜の役割について、私が知ら
なかった情報が多くあった。旧英国領事館である横浜開
港資料館を訪れたことは、とても勉強になった。資料館
の 2 階で、明治時代の漆器の個人コレクションの特別
展示を鑑賞することができた。その資料館の近くには、
中国人が多く住んでいる中華街や欧州系外国人が多く住
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む元町があり、横浜は歴史あふれる国際都市でありつづ
けている。

　東京では重要な美術館を訪れ、その特徴を観察する機
会になった。東京国立博物館では、仏教彫刻、日用品、
茶道具、日本各地の伝統技術など、日本のものの文化に
ついて総観することができる。さらに、ジャポニズムの
コーナーがあり、陶器、花瓶、金属製の日用品など、日
本文化の影響を受けたヨーロッパの作品が展示されてお
り、そのテーマが日本美術史の一部になっていることを
示している。この博物館が日本を代表する博物館として
の役割を果たしていることは明らかであり、そのためカ
バーしている範囲は広い。

　東京国立近代美術館工芸館（Crafts Gallery）では、展
示「革新の工芸―“伝統と前衛”、そして現代―（Craft 
Arts : Innovation of “Tradition and Avant-Garde,” and 
the Present Day）」に出品されていた作品に代表される
ように、「工芸」の美しいコレクションを展示してい
る。日用品ではないが、花瓶、ひょうたん型の水入れ、
箱や籠など、日用品のようなフォルムをしているものも
ある。他の作品は彫刻により近いものだが、伝統的な技
術が使われている。伝統的な形と技術の間の議論が、

「工芸」に関する現代のキュレーターの主要な方針の一
つと思われる。私が訪れた日には、陶芸家の中村錦平氏
が美術館に招かれ、来館者向けにトークを行っていた。
同氏は、有名な「utsuwa shokunin」の家に生まれ、自
転車で父親の作品を神奈川の商店に運んでいたと話して
いた。中村氏によると、茶碗の生産の世界は大変に厳し
く、どんなミスでもビジネスの失敗につながりかねない
とのことだった。さらに同氏は、「床の間」のある空間
で育まれてきたものが、徐々に 1960 年代のアバンギャ
ルドにのめりこんでいき、その展示会で紹介された作品
は、その歴史的な時期の特徴的な作品であると語った。
そのトークは、わたしにとって大変に興味深いものだっ
た。というのも、一人の芸術家の経歴が、その人が生き
た時代の歴史といかに深く関係しているかを知ることが
できたからである。

　また、東京では日本民藝館を訪れ、前述とはかなり異
なるコレクションを鑑賞することができた。主に、無名
の職人によって作られた日用品である。日本民藝館の創
設者である、柳宗悦の所蔵品の歴史についてはすでに知
っていたが、もっと小さな美術館なのかと思っていた。
そのコレクションは、英国の「アーツ・アンド・クラフ
ツ運動」に感化されて、真の美しさは、有名になろうと
いうような野心をもたずに作られた誠実な手工芸の中に

あるという柳氏の考え方を伝えていた。事実、展示品の
数の多さとその芸術的な質の高さが印象的だった。道路
の向かい側にある旧柳宗悦邸も訪れた。そのプライベー
トな空間は、同氏の考え方を反映しており、「床の間」
など日本の伝統建築と、書斎や典型的な家具が置かれた
食堂などの英語の「コテージ」の要素とが共存していた。

　京都では、河井寛次郎記念館（写真 1）を訪れた。そ
の記念館は、民藝運動で活躍した陶芸家である河井氏の
元住居兼工房だった。中に入ると、奥の方に大きなのぼ
り釜があった。古典的な造形物や日用品から始まり、
1920 年から 30 年の 10 年間のアバンギャルドとアプレ
ゲールにより近いと識別される工芸品に至るまで、時系
列に並べられたショーケースや展示品を見て、河井氏の
作品も、20 世紀前半の日本美術史と同じ流れであると
感じた。これらの訪問は大変に興味深いものだった。と
いうのは、日本民藝館は概観を、河井寛次郎記念館は一
人の芸術家の進化における特定の民藝を、それぞれ示し
ているからである。

　さらに琳派の二つの展示を見る機会があった。一つ
は、江戸時代の琳派の鈴木其一の回顧展で、東京にある
サントリー美術館で開催されていた。作品は、ガラスケ
ースの中に入っていたが、そのオリジナルなコンテキス
トはもちろん、その作品を自分の目で見る経験ができた
ことが感動的だった。屛風、襖、掛け物以外に、其一と
その時代の人は、もっと小さなもの、例えば、扇子や線
香の包み紙にも、豊かな装飾の絵を描いていた。細見美
術館では、京都の琳派の展示を鑑賞した。その美しさ
は、江戸の琳派より、控えめだと思った。作品は、より
シンプルかつ多様であり、屛風もより小さく、地味な色
使いだった。

　東京の泉屋博古館分館では、特別展「明治有田超絶の

◉写真 1　河井寛次郎記念館



26 Aiming at the Research into Nonwritten Cultural Materials

美　万国博覧会の時代」を鑑賞した。その展示は、主に
明治時代の作品によって構成されていた。当時の重要な
輸出品であった有名な有田焼の美の中に、海外市場や海
外芸術からの影響によって生じた変化を観察することが
でき、面白かった。特に万国博覧会に参加し始めた頃の
ように、作品に多くの装飾が施された時代もあったし、
20 世紀の初頭のように、よりシンプルな構成を選択す
る時代もあった。

　京都では、清水三年坂美術館で、明治時代の美術の例
をいくつか知ることができた。そのコレクションは、高
貴な人の注文を受けて作られたもの、輸出用に商品化さ
れたもの、万国博覧会に出品するために特別に作られた
もので構成されている。最近では、オークションで、キ
ュレーターがそれらの作品を見つけ出したり、手に入れ
たりしている。精緻で優れた技術を特徴とする印象的な
作品で、大変に洗練されていて、見た人の驚嘆を引き出
すことを意図した作品である。

　美術館や展示会は、「工芸」に関する現代的な様々な

議論を知るために重要だった。しかし、工房や商店を訪
ねることも意義のあることだった。特に横浜からほど近
い箱根に行ったことは意義深い。箱根では、この地域特
有の木工品の職人である本間氏が所有する、本間寄木美
術館（写真 2）を訪れることができた。私は、とくにそ
のビジネスモデルが面白いと思った。なぜなら、同じ場
所が、アトリエ、ショップ、体験教室、そして江戸時代
から続く寄木細工の美しい所蔵品を展示する美術館とし
て機能しているからである。とても価値のありそうなコ
レクションを形づくることを可能にしており、有望なビ
ジネスである。私のチューターがここでのワークショッ
プを予定に組んでくれ、私たちはコースター作り（写真
3）を体験することができた。ここでは、学校の遠足や
グループも受け入れており、それによって体験教室も盛
況になり、寄木細工の技術の価値の向上にもつながって
いる。

　私が訪れたその他の街でも、類似の施設のモデルを見
ることができた。京都の工房では、茶碗を作ることがで
き、焼いてから、郵送してくれるシステムになってい
た。しかし、私の場合は、受け取るに十分な時間、日本
に滞在することができなかった。鎌倉では、観光客が鎌
倉彫を体験できる工房があった。鎌倉彫は木彫りの技術
で、昔は仏像制作に使われていたが、今日では、装飾作
品を作るために使われている。残念ながら、その体験教
室を私の予定に組み入れることはできなかった。しか
し、街の商店に関する現地調査は、大変に興味深いもの
だった。各商店は特徴ある外観をしており、伝統的、か
つ古典的で、洗練された店もあれば、モダンな店や田舎
風の店もあった。山水堂（写真 4）のおかみさんは、特
に私が外国人研究者であると知ると、とても親切に応対
してくれた。いつか、様々な日本美術の技術についてよ

◉写真 2　本間寄木美術館

◉写真 3　寄木細工の体験教室

◉写真 4　鎌倉彫の山水堂
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り深く研修する機会があればと思う。

　「工芸」に直接関係する活動に加えて、非文字資料研
究センターのスタッフと、特に私の指導教授である鳥越
輝昭先生は、日本文化についての知識を増やすために、
他の経験を積むことも私に薦めてくれた。その意味にお
いて、太田記念美術館で「国芳ヒーローズ―水滸伝豪傑
勢揃」の展示を鑑賞したことは、大変に興味深いものだ
った。というのは、私はそれまで同じテーマに関してあ
れほど多くの浮世絵作品を集めた展示を見たことがなか
ったからである。版画は本当に印象的で、19 世紀のヨ
ーロッパ絵画に与えた影響について思いを馳せることが
できた。

　鳥越輝昭先生が提案してくださった意義深いもう一つ
の経験は、歌舞伎だった。センター事務室のスタッフが
私のために畳のにおいを感じることのできる素晴らしい
席を予約してくださった。「忠臣蔵」と呼ばれる演目
は、江戸時代の日本の歴史に残る有名な事件を基にした
作品である。卑怯な侍が幕府の本拠地の中で、他の侍の
挑戦を受けた。そのような一騎打ちが禁じられていた時
代だ。攻撃した者は切腹を命じられ、筋書きの中では、
それが大きな不正行為であるとされた。なぜなら、相手
は年老いた悪人で、多くの敵がいたからである。舞台装
飾、登場人物のメーキャップや筋書きが本当に印象的だ

ったので、日本語の普段の話し言葉とは違う劇の言葉を
理解する困難さが相殺された。

　鳥越輝昭先生からのもう一つの提案は、浜離宮恩賜庭
園（写真 5・6）だった。東京に位置し、墨田川からア
クセスできる公園である。日本の伝統建築と、それらが
都市の近代的なオフィスビルと共存していることを知っ
たことは、大変に興味深いものだった。木造の建築物
は、コンクリートと金属でできた建築物と比べると、は
かなく見える。それを維持することは、日本の得意な修
復文化によるものである。日本に来る前に、日本の修復
と再建の技術について読んだことがあるが、読んだもの
と実際に見るのとでは違っていた。

　非文字資料研究センターが提供してくれた国際交流プ
ログラムによって、日本文化を広く体験することがで
き、より豊かな視点を持ってブラジルに帰国することが
できた。自国のキュレーターが展示のために収集し選び
抜いた「工芸」作品に、直に触れることができたことが
大変に重要である。しかし、伝統的なテーマを含む他の
文化的側面を個人的に見ることができたなら、本当に建
設的なものになると思う。今、さらに膨らんだ日本に対
する愛情と賛嘆を、自分の研究に注ぎ込んでいければと
思う。

◉写真 6　浜離宮恩賜庭園◉写真 5　浜離宮恩賜庭園
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　Em outubro de 2016 estive pela primeira vez no Japão. 
Ao entrar pelo Aeroporto Internacional de Narita, encon-
trei, logo no primeiro corredor do desembarque, uma ex-
posição de fotografias que retratavam artesãos trabalhan-
do em seus ofícios. Durante a lenta movimentação das 
esteiras rolantes, as artes tradicionais da cerâmica, da 
laca, da caligrafia e outras pareciam me dar as boas vin-
das. As belas imagens em preto e branco davam forte ên-
fase ao fazer, ao gesto do artesão, mais que aos objetos 
resultantes de seu trabalho. Esse esforço para comunicar 
o processo de fabricação dos artefatos revela o desejo dos 
japoneses de nos fazer compreender o valor do trabalho 
manual, tornando esse conhecimento um requisito para 
apreciar plenamente os objetos.
　A escolha por esta série de fotografias para a decora-
ção do corredor de entrada do aeroporto diz muito sobre 
a importância da arte tradicional kôgei no Japão contem-
porâneo e seu contínuo apelo internacional. Se na cultura 
ocidental a expressão “arts and crafts” nos remete a um 
tempo pré-industrial, a um modo de produção já extinto, 
curiosamente essa sensação de obsolescência do artesa-
nal não parece ter validade na sociedade altamente in-
dustrializada japonesa.
　Esses pensamentos me acompanharam durante toda a 
pesquisa de campo proporcionada pelo programa de in-
tercâmbio oferecido pelo Research Center for Nonwritten 
Cultural Materials da Universidade de Kanagawa aos es-
tudantes de pós-graduação em Cultura Japonesa da Uni-
versidade de São Paulo. Pelo período de três semanas 
pude visualizar algumas características da arte japonesa 
visitando museus, sítios históricos, ateliês, associações de 
artesãos e casas comerciais. A experiência direta me 
mostrou que o kôgei manteve uma grande relevância ar-
tística e econômica no país, apesar da acelerada moderni-
zação, o que torna seu estudo muito instigante para o 
pesquisador estrangeiro.
　Como historiadora e nipo-brasileira, acredito que o es-
tudo das culturas não europeias em geral e da experiên-
cia japonesa em particular seja construtivo para a forma-
ção de um conjunto de referências mais diversificado 
para o Brasil. Com uma economia baseada principalmen-

te na agricultura desde a época da dominação colonial 
portuguesa （século XVI a XIX）, o Brasil não pôde desen-
volver plenamente a manufatura. Além disso, nossas refe-
rências artísticas são baseadas na história da arte euro-
peia, na qual houve uma separação entre as belas artes e 
o artesanato desde o século XVI. No Japão, tal divisão e 
hierarquização das artes nunca ocorreu, o que contribuiu 
para que o kôgei mantivesse seu prestígio, mesmo após o 
processo de ocidentalização na Era Meiji, momento sobre 
o qual se concentra minha pesquisa.
　A Universidade de Kanagawa está localizada em Yoko-
hama, uma cidade portuária que foi um importante cená-
rio durante o processo de abertura do Japão para as rela-
ções internacionais na segunda metade do século XIX. 
Apesar de ter lido sobre a chegada do Comodoro Perry e 
os eventos que levaram ao fim da política japonesa de 
isolamento, havia muitas informações que eu desconhecia 
sobre a cidade e seu papel central na época. A visita ao 
Yokohama Archives of History, instalado na antiga em-
baixada inglesa, foi muito instrutiva. No segundo andar 
pude ver uma exposição temporária de uma coleção par-
ticular de artefatos de laca da Era Meiji. Nas proximida-
des, o bairro chinês Chukagai e a área de Motomachi, 
onde vivem muitos estrangeiros de origem europeia, ates-
tam uma cidade que continua cosmopolita e cheia de 
História.
　Em Tokyo tive a oportunidade de visitar importantes 
museus e observar algumas de suas características. O 
Tokyo National Museum oferece uma visão panorâmica 
da cultura material japonesa, desde esculturas budistas, 
utensílios cotidianos, objetos utilizados na cerimônia do 
chá e técnicas tradicionais de diversas regiões do país. 
Há ainda uma área dedicada ao Japonismo, com obras 
europeias de arte aplicada, tais como porcelana, vasos, 
utensílios de metal, o que mostra a inclusão desse tema 
como parte da história da arte japonesa. Evidentemente o 
museu cumpre um papel de instituição representativa da 
nação e por isso sua abrangência.
　O National Museum of Modern Art （Crafts Gallery） 
exibe sua belíssima coleção de kôgei apresentada como 
obras primas na exposição Craft Arts : Innovation of 

Encontro com as artes e ofícios do Japão
� Universidade de São Paulo　Keiko NISHIE
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“Tradition and Avant-Garde,” and the Present Day. Não 
são objetos de uso cotidiano, embora alguns deles apa-
rentem formas utilitárias, como vasos, cumbucas, caixas, 
cestos. Outras obras são mais próximas da escultura, mas 
empregam técnicas tradicionais. Esse debate entre forma 
e técnica tradicionais parece ser uma das principais li-
nhas curatoriais contemporâneas sobre o kôgei. No dia de 
minha visita, o museu havia convidado o ceramista Naka-
mura Kinpei para uma conversa com o público. Ele con-
tou sobre sua origem como filho de um famoso utsuwa 
shokunin, quando entregava de bicicleta as criações de 
seu pai nos comércios de Kanagawa. Segundo Nakamura, 
o ramo da produção de xícaras é extremamente rigoroso, 
qualquer erro pode significar a falência do negócio. O ar-
tista contou ainda que aos poucos, sua formação no toko-
noma foi substituída por um engajamento nas vanguardas 
dos anos 1960 e a obra apresentada na exposição é bem 
característica daquele momento histórico. A conversa foi 
muito interessante para mim, pois pude observar como a 
biografia de um único artista se relaciona profundamente 
com a história do período.
　Também em Tokyo visitei o Mingeikan, uma coleção 
bem diferente das anteriores, formada principalmente por 
objetos utilitários feitos por artesãos anônimos. Eu já co-
nhecia a história do acervo e de seu fundador, Yanagi So-
etsu, mas imaginava um museu menor. De acordo com o 
pensamento de Yanagi, inspirado pelo movimento Arts & 
Crafts da Inglaterra, a verdadeira beleza está no trabalho 
artesanal, feito com sinceridade e sem a ambição da au-
toria, ideia que a coleção consegue transmitir. De fato, a 
quantidade de objetos e sua qualidade artística impressio-
nam. Pude ainda visitar a casa de Yanagi que fica do ou-
tro lado da rua. Esse espaço privado ilustra um pouco de 
seu pensamento através da convivência de uma arquite-
tura tradicionalmente japonesa, um tokonoma, e elemen-
tos do cottage inglês, como a biblioteca e a sala de jantar 
com mobiliário típico.
　Em Kyoto, conheci o Kawai Kanjiro Memorial Museum 

（figura 1）, antiga residência e ateliê de Kawai, ceramista 
que também atuou no movimento Mingei. Há um grande 
forno noborigama na área mais interna do terreno. Ao 
observar as vitrines e os objetos dispostos em ordem cro-
nológica, tive novamente a impressão de que a obra de 
Kawai flui juntamente à história da arte japonesa na pri-
meira metade do século XX, partindo de objetos de for-
mas e utilidades clássicas a artefatos mais identificados 
com a vanguarda da década de 1920-1930 e do pós-guer-

ra. A visita foi muito interessante, pois enquanto o Min-
geikan oferece uma visão geral, o Kawai Kanjiro Memo-
rial Museum apresenta o mingei de forma específica na 
evolução de um artista.
　Tive ainda a oportunidade de visitar duas exposições 
da Escola Rimpa. A primeira delas foi uma retrospectiva 
de Suzuki Kiitsu, da Escola Rimpa de Edo, no Suntory 
Museum em Tokyo. Apesar de as obras estarem dispostas 
em vitrines, fora de seus contextos originais, a experiên-
cia de vê-las pessoalmente foi emocionante. Além do 
biombo, do fusuma e do kakemono, Kiitsu e seus contem-
porâneos pintavam sobre objetos menores, como o leque 
e até um inesperado papel de embrulho de incensos, rica-
mente decorado. No Hosomi Museum, visitei uma expo-
sição da Escola Rimpa de Kyoto, cuja beleza me pareceu 
mais discreta que a de Edo. Os objetos também eram 
mais simples e variados, os biombos menores, as cores 
mais sóbrias.
　No Sen-Oku Hakukokan de Tokyo, tive a chance de vi-
sitar a mostra temporária The Compelling Beauty of Arita 
Ceramics in the Age of the Great International Exposi-
tions, formada principalmente por obras do período Meiji. 
Foi interessante observar as mudanças na estética da fa-
mosa porcelana Arita, importante produto de exportação 
na época, a partir do diálogo com o mercado externo e as 
correntes artísticas estrangeiras. Houve momentos em 
que as peças ganharam muita ornamentação, especial-
mente nas primeiras participações em Exposições Inter-
nacionais, e outros em que se optou por uma composição 
mais simples, já no início do século XX.
　Em Kyoto, no Kiyomizu Sannenzaka Museum, pude 
conhecer mais alguns exemplos da arte do período Meiji. 
A coleção é formada por obras encomendadas pela no-
breza e que eventualmente foram comercializadas no ex-
terior, e obras especificamente feitas para serem apresen-
tadas em Exposições Internacionais. Recentemente esses 
artefatos foram localizados e adquiridos pelo curador em 
leilões. São obras impressionantes, caracterizadas pela 
minúcia e excelência técnica, extremamente sofisticadas, 
feitas para causar espanto e admiração.
　Os museus e exposições foram importantes para perce-
ber o variado debate contemporâneo sobre kôgei. No en-
tanto, a visita a ateliês e casas comerciais também foram 
significativas. Em especial a ida a Hakone, uma cidade 
próxima de Yokohama, onde pude visitar o Honma Yosegi 
Art Museum （figura 2）, estabelecimento pertencente ao 
Sr. Honma, um artesão que fabrica objetos de marcheta-
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ria típica da região. Me pareceu particularmente interes-
sante o modelo de negócio, pois o local funciona como 
ateliê, loja, oficina onde o visitante pode produzir um ob-
jeto e um museu onde está exposto um belo acervo de 
yosegi zaiku com obras que datam desde a Era Edo. Acre-
dito que seja um negócio próspero, pois possibilitou a for-
mação de uma coleção que me parece bem valiosa. Mi-
nha tutora durante o programa agendou uma oficina em 
que pudemos produzir coasters （figura 3）. O local recebe 
também excursões escolares e grupos, o que deve movi-
mentar bastante as oficinas e contribuir para a valoriza-
ção da técnica.
　Pude ver modelos de estabelecimentos semelhantes em 
outras cidades que visitei. Em um ateliê de Kyoto, era 
possível produzir uma xícara e recebe-la pelo correio 
após a queima, mas eu não ficaria no Japão tempo sufi-
ciente. Em Kamakura, há ateliês onde o visitante também 
pode participar de oficinas de kamakurabori, uma técnica 
de escultura em madeira, antigamente utilizada nas ima-
gens budistas, mas que hoje é usada também na fabrica-
ção de objetos decorativos. Infelizmente não consegui in-
cluir a oficina em minha programação, mas a pesquisa de 
campo no comércio da cidade foi bem interessante. Cada 
casa comercial tem sua estética característica, algumas 
mais tradicionais, clássicas, finas, outras mais modernas, 
rústicas. A proprietária （okamisan） da casa Sansuido （fi-
gura 4） foi muito atenciosa, especialmente ao saber que 
eu era estrangeira e pesquisadora. Espero algum dia po-
der estudar mais a fundo as diversas técnicas artísticas 
japonesas.
　Além das atividades diretamente relacionadas ao kôgei, 
a equipe do Centro de Estudos e especialmente meu ad-
visor Professor Torigoe, gentilmente me recomendaram 
que eu tivesse outras experiências que contribuíssem 
para o conhecimento sobre a cultura japonesa. Nesse 
sentido, a visita à mostra Kuniyoshi Heroes no Ota Me-
morial Museum foi muito interessante, pois eu nunca ha-
via visto pessoalmente uma exposição de ukiyo-e com 
tantas obras sobre um mesmo tema. As gravuras são re-

almente impressionantes e consigo imaginar o impacto 
que tiveram na pintura europeia no século XIX.
　Uma experiência significativa sugerida por Torigoe 
sensei foi o teatro kabuki. A equipe do Centro de Estudos 
reservou um assento excelente para mim, de onde eu li-
teralmente podia sentir o cheiro do tatami. O espetáculo, 
chamado Chushingura, narra um episódio famoso da his-
tória do Japão durante a Era Edo, quando um vil samurai 
foi desafiado por outro samurai dentro da sede do Baku-
fu, em uma época em que tais duelos eram proibidos. O 
agressor foi condenado ao seppuku, o que no enredo é 
considerado uma grande injustiça, pois seu oponente era 
um velho perverso, com muitos inimigos. A cenografia, a 
caracterização dos personagens e a dramaticidade são re-
almente impressionantes e compensaram minhas dificul-
dades com a linguagem do teatro, muito diferente da fala 
japonesa comum.  
　Outra sugestão de Torigoe sensei foi a visita aos jardins 
de Hamarikyu （figura 5, 6）, um parque cujo acesso pode 
ser feito pelo rio Sumida, em Tokyo. Foi muito interes-
sante conhecer a arquitetura tradicional japonesa e seu 
convívio com os modernos prédios empresariais da cida-
de. As construções de madeira parecem efêmeras em re-
lação aos edifícios de concreto e metal, e sua preservação 
se deve a uma forte cultura de restauração no Japão. 
Apesar de ter lido sobre as práticas japonesas de restauro 
e reconstrução antes da viagem, a visão direta foi edifi-
cante.
　Acredito que volto para o Brasil com um olhar muito 
mais rico graças à experiência ampla da cultura japonesa 
que o programa de intercâmbio do Research Center for 
Nonwritten Cultural Materials me ofereceu. O contato di-
reto com as obras kôgei, colecionadas e selecionadas para 
exibição por curadorias nativas foi fundamental. No en-
tanto, poder observar pessoalmente outros aspectos cul-
turais que envolvem os temas tradicionais é algo real-
mente construtivo. Minha afeição e admiração pelo Japão 
são hoje imensas e espero conseguir traduzi-las em mi-
nha pesquisa.


